
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

※年間を通しての講座です。 

次回開講日：11.29 ・２０２７年３.14  

長崎在住の音楽プロデューサー高浪慶太郎さんが、在籍したピチカート・

ファイヴ時代をはじめ、現在の活動を通して独自の音楽観を披露！ 

9.13  
【 会 場 】長崎市中央公民館視聴覚室 

（長崎市民会館 ２階） 

【 対 象 】一般成人  
【受講料】無料 
【準備物】筆記用具 

【講 師】高浪 慶太郎(音楽プロデューサー)   
 
長崎市出身。１９８５年ピチカート・ファイヴの
メンバーとしてデビュー。９３年ソロデビュー後
は、作・編曲家・音楽プロデューサーとして活動。 
２００９年長崎に活動拠点を移し、２５年には元

ピチカート・ファイヴの小
西康陽や野宮真貴のライブ
にゲスト出演。さらに１２
月に活動４０周年のメモ
リアル・シングル『Drifting 
Clouds Rag』（写真）をリ
リース。音楽や映画にくわ
え、長崎の歴史にも詳しい。 

〈今回のテーマ〉 

「戦争とポップソングの関係」 
・ドイツのテープレコーダーはデュアルユース（軍事と民間、

両方で利用可能な技術・製品）だった？ 

・ビートルズとエルヴィスの命運を分けた徴兵制 

・この曲が戦争を学ぶ助けに？ 

・国歌の危うさ etc. 

 

などを、第 2 次世界大戦、ベトナム戦争、アメリカの南北戦争

と絡めて 

追加募集! 

〈申込方法〉 

下記公式 WEB サイトの応募フォームで先着２０名！ 定員になり次第終了 

〈締切〉 

９.７（月）受付まで 

前回、受講受付した方は申込不要 


